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カナダで育つ国本語苦
秋山 幸 (早稲田大学大瓢

抑
幼児の親が抱える課題解決に向|すたネットワーキング
本語教育研究科)石 井恵理子 (東京女子大学現代教養学部)

研究の高景と目的

■背景  言語文化目を越えた親の子育てや子どもの支援は、学校や関係機関等の連携が図られてきている。
しか し、支援にたどり着けない親子、支援の取 り組みがない地域には課題が残されている。

■目的  カナゲの日本語背景をもつ子どもの親に焦点を当て、親と周囲の人々による、子どもの言語を含む課題解決に
向けたつなが りの実践から、地域ネッ トワーキングの特徴を明らかにする

調査地・調査汚法

■調査地  カナダ ブリティッシュ・コロンビア州
■調査方法 アンケー ト調査実施と合わせて、インタビュー調査協力者を募る…10名 にインタビュー調査

対象 :日 本語学校 子どもの保護者   実施期間 :2016年 9～ 10月

インタビユー調査のの析結果と者察
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親に偶発的頓日興的な働きかけをした人の所属領域と課題解決に向けた機能
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⑦子育て情報 (日 )

③産前。産後ケア (日 英他)

③家族ぐるみ付き合い (日 英)

①移民等手続き相談 (日 )

①学校文化情報 (日 英)

②情報交換・雑談 (日 英)

ヤ:自 発的な働きかけ
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:}子どもを伴った渡加
●  演加 数年後 子 市 て開始
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本研究は、科学研究費助成事業 (基盤B)「複数言語背景の子どもの日本語支援を支えるネットワーキングに関する実践的研究」課題番号 16H03437

(研究代表者 i石井恵理子)に よる研究の一部である。
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